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列車が異なる線路に進入した事象について（おおさか東線） 

 

 ２０２６年４月６日、おおさか東線で普通列車が通常とは異なる線路に進入した事象が発生しま

した。ご利用のお客様にはご迷惑をおかけし、大変申し訳ございませんでした。 

 

 

１ 発生日時 

２０２６年４月６日（月）  １８時０１分頃 

 

２ 場  所 

おおさか東線 新大阪駅 構内 

 

３ 列    車 

下り普通列車 

大阪（１７：５３）発  久宝寺（１８：３１）行 

ご乗車のお客様 約１０００名 

 

４ 概    況 

１８時０１分頃、当該列車は新大阪駅１番のりばから南吹田駅方面に出発しました。出発して

間もなく、運転士は通常と異なる線路（梅田貨物線）に進入したことに気付き、直ちに停車し大阪

指令所の指令員へ連絡しました。 

その後、安全の確認を行い、当該列車は分岐器および信号機手前まで後退し、再度正しい進路構

成を行い、１８時４５分に運転を再開しました。 

※お客様にお怪我等はありません 

※梅田貨物線は貨物列車や一部の特急列車が走行する線路です 

 

５ 列車影響 

＜運  休＞計２本（上下各１本） 

＜遅  れ＞当該列車が４７分遅れたのを最大に 、計１０本（上り７本、下り３本）に遅れが発

生しました。 

＜影響人員＞約８，０００人 

 

６ 主な原因 

 切り替え前の一部の進路構成が残っている状態だったためです。 

 ※通常は自動で、進路構成が切り替わります。 

今回は急遽、新大阪駅から発車する列車の順序変更が必要になったため、指令員が手動で進路 

の切り替えを実施しました。 



 

７ 対  策 

  急遽、指令員が新大阪駅から発車する列車の順序変更をする際、自動的に切り替え前の進路構

成がリセットされるシステムを新たに構築します。 
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